
熊
谷
市
長
知
事
選
へ
転
出
、
後
継
に
神
谷
元
副
市
長
指
名
か

知事選、千葉市長選、来年３月同日選挙へ
鈴木大地氏、出馬辞退の不可解

　
五
味
武
氏
は
福

島
県
喜
多
方
市
の

出
身
で

1

9

2

6

年

2月

10日
生

れ
。
学
徒
出
陣
か
ら

復
員
後
、
映
画
監
督
を
志
し
て

日
本
大
学
芸
術
学
部
に
転
じ
、

新
人
シ
ナ
リ
オ
作
家
協
会
に
加

盟
し
シ
ナ
リ
オ
を
執
筆
。
映
画

業
界
紙
の
記
者
、
ロ
ー
カ
ル
紙

の
発
行
人
、
地
方
議
員
の
秘
書

役
な
ど
を
経
て
、

1
9
6
9年

6月
に
、
株
式
会
社
国
会
タ
イ

ム
ズ
社
を
設
立
し
た
▼

1
9
7

8年
頃
か
ら
国
会
議
員
の
福
田

赳
夫
氏
の
協
力
を
得
て
、
難
民

救
済
を
志
し
、
定
住
難
民
セ
ン

タ
ー
の
慰
問
、
難
民
チ
ャ
リ
テ

ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
催
、
国
連

難
民
高
等
弁
務
官
駐
日
代
表
部

へ
の
義
援
金
や
物
資
の
寄
付
な

ど
を
行
う
「

N
G
Oグ

ロ
ー
バ

ル
レ
イ
ン
ボ
ー
シ
ッ
プ
」
を
設

立
、
北
朝
鮮
や
ア
フ
リ
カ
の
ス

ー
ダ
ン
な
ど
へ
の
慰
問
活
動
を

行
っ
た
▼
五
味
氏
は
活
躍
し
て

い
る
ロ
ー
カ
ル
新
聞
を
顕
彰
す

る

J
L
N
Aブ

ロ
ン
ズ
賞
を
創

設
。
期
し
く
も
稲
毛
新
聞
に
対

し
て
平
成

10年

10月
に
「
不
可

解
な
地
銀
の
手
数
料
」
の
記
事

に
佳
作
賞
、
同

12年

10月
に
は

「
医
療
を
金
で
食
い
物
に
す
る

コ
ム
ス
ン
」
の
記
事
に
優
秀
賞

に
推
挙
し
て
く
れ
た
。
ブ
ロ
ン

ズ
像
は
彫
刻
家
の
池
田
満
寿
夫

氏
の
作
品
で
あ
る
▼
本
紙
は
ブ

ロ
ン
ズ
賞
受
賞
パ
ー
テ
ィ
を
開

催
し
た
時
に
、
池
田
氏
の
内
妻

バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
佐
藤
陽
子
さ

ん
も
出
席
し
、
バ
イ
オ
リ
ン
を

演
奏
。
も
ち
ろ
ん
五
味
武
氏
も

出
席
し
祝
福
の
挨
拶
を
し
て
く

れ
た
。そ
れ
以
降
、五
味
氏
は
本

紙
を
高
く
評
価
、
小
生
に
い
く

つ
か
の
執
筆
を
依
頼
し
て
く
れ

た
▼
五
味
氏
は「
修
羅
の
ペ
ン
」

な
ど
の
冊
子
を
刊
行
す
る
な
ど

強
面
の
性
格
で
あ
っ
た
が
、
人

情
に
厚
く
、
と
て
も
優
し
い
人

柄
だ
っ
た
。

2
0
0
8年

11月

に
心
不
全
で
死
去
し
た
。（
正
）
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全国地域紙協議会加盟紙

想想いい出出のの人人

千葉県文書館「企画展」

千葉県と疫病-くり返す脅威-

国は令和2年3月に、新型コロナウイルス感染症に

関わる事態を「歴史的緊急事態」に指定しその関

連文書の作成や保存を適切に行わなければならな

いと定めました。千葉県文書館の収蔵資料からは

江戸時代の終わり頃から疫病がくり返し房総地域

に来襲していることを確認することができます

が、当時の行政や県民はどう対応したのでしょう

か。残された古文書・公文書から、疫病と向き合

った人々の足跡の一端をたどります。▼会期・令

和2年10月1日～令和3年3月6日(土)開館時間・9時

～17時▼休館日・日祝休日・毎月末平日・年末年

始(12月28日～1月3日)▼会場・千葉県文書館1階展

示室▼問合せ・千葉県文書館043-227-7551千葉市

中央区中央4-15-7

報・連・相　講座[2020年版]

伸びる会社の報・連・相はここが違う!プログラム

(商工会議所ビジネススクール)1、なぜ「報・連・

相」が注目されるのか。2、コミュニケーションギ

ャップを改善する。3、「報・連・相」力を高める

実践ポイント。4、チームワークが業績を生む。▼

日時11月17日(火)10時～17時▼会場・千葉商工会

議所12階会議室▼参加費・会員13,200円/一般

16,500円(教材費・消費税込)▼定員30名▼対象・

管理者、中堅社員、一般社員▼申込み方法・申し

込み用紙に必要事項を記入後FAXでお申し込み下

さい。お申し込み後受講料を講座開催の1週間前ま

でに下記銀行口座にお振込み下さい▼振込先・千

葉銀行中央支店普通預金4306901口座名　千葉商

工会議所*当日キャンセルの場合は返金しかねま

す▼お問い合わせ・℡050-3528-0837(直通)

クリスマスコンサート

ピアノユニットM2(田中愛実さん、定方美香さん)

と、すてきなクリスマスナイトを。☆日時・12月

18日(金)☆場所・稲毛区役所☆定員・50名(グルー

プ申し込みの場合グループごとに抽選)☆申込方

法・11月25日(水)必着。代表者の住所電話番号、

申し込み者全員の氏名(フリガナ)を明記、Eメール

で稲毛区役所地域振興課Eメールchiikizukuri.

NA@city.chiba.lg.jpへ。FAXも可。※当選者に入

場券を発送します。問合わせ　稲毛区役所地域振

興課TEL 284‐6105 FAX284-6149

傾聴ボランティア入門講座

相手の気持ちに寄り添う傾聴ボランティアのスキ

ルを学んでみませんか。▼日時・11月19日(木)26

日(木)10時～12時全2回▼会場・稲毛保健福祉セン

ター3階大会議場▼内容・傾聴に関する講義とロー

ルプレイ▼定員・先着20名▼申し込み方法・℡で

市社会福祉協議会稲毛区ボランティアセンターへ

℡043-284-6160 fax 043-290-8318

チャールズ・ファジーノ3Dアート展

躍動感あふれる、色鮮やかで楽しい飛び出す立体

アート!大人から子どもまで楽しめる立体アート

で元気をお届けします!!▼会期・12月8日(火)～14

日(月)▼会場・そごう千葉店

７階=美術画廊(入場無料)▼問い合わせ・ハイスピ

リッツ&ユウ㈱℡06(6541)5417担当:山本

シニアリーダー養成講座募集

平成27年に千葉市の介護予防事業の一環として始

まったシニアリーダ体操は早いもので5年が経ち

ました。今年はコロナウイルスの影響で4～6月の

３ヶ月連絡会が中止になり同時並行して体操教室

も休会を余儀なくされました。しかしながら市役

所事務局の再開ガイダンスのお陰で、７月に3つの

教室が再開され、10月になって10数か所の教室が

再開されました。細心の注意と最大の工夫を実施

しながら再開されたものと確信しています。コロ

ナ禍前の状態にはすぐには戻らないと思いますが

「高齢者の心豊かにくらせる長寿社会を創る」精

神に戻って前進しようではありませんか▼問い合

わせ・TEL-043-300-3369(シニアリーダー事務局)

千葉ウシノヒロバ

10月31日、若葉区富田町に千葉ウシノヒロバがプ

レオープン！自然あふれる園内を散策したり、バ

ーベキューを楽しめるほか、農業体験もできます。

キャンプ場では車の乗り入れができる区画やペッ

ト連れＯＫのエリアもあり、道具はレンタルも可

能です。更に11月下旬以降、宿泊キャンプもでき

るようになります。▼料金などの問い合わせ・千

葉市農政課TEL 043-245-5757 FAX 043-245-5884

ギャラリー古島

「鹿児島からの風　上村勝子・優子お仕立て展」

11月6日(金)～11月16日(月)＊11月12日(木)休廊

「クラフトで彩るありがとうの気持ち」＊12月3日

(木)休廊☆ギャラリー古島・中央区春日2-25-11・

2F (JR西千葉駅西友側徒歩1分)℡043-243-3313

FAX 043-241-3041

市市民民ガガイイドド

2000年10月ＪＬＮＡブロンズ優秀賞受賞・2007年12月ローカル新聞大賞ノミネート（ＢＳフジ）
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●人 千葉朝鮮学校を支える県民ネットワーク

事務局長　榮永正之さん（65歳）

本社279-1234㈹
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稲毛構内タクシー

タクシー、ハイヤーのご用命は…

　
千
葉
県
知
事
の
任
期
満
了
は
来
年
四
月
四
日
で
、
千
葉
市
長
の
任
期
満
了
は
来
年
六
月
十
三
日
。

前
例
に
よ
れ
ば
、
千
葉
市
長
選
挙
は
五
月
九
日
（
日
）
告
示
、
二
十
三
日
（
日
）投
開
票
に
な
る
は

ず
だ
が
、
現
職
の
熊
谷
俊
人
市
長
が
知
事
選
へ
の
転
出
を
表
明
し
た
こ
と
で
、
三
月
十
一
日
告
示
、

二
十
八
日
（
日
）投
開
票
が
見
込
ま
れ
て
い
る
知
事
選
と
同
じ
日
に
市
長
選
が
行
わ
れ
る
公
算
が
高

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
知
事
選
は
現
職
の
森
田
知
事
が
不
出
馬
の
方
向
で
、
自
民
党
は
習
志
野
市

出
身
の
前
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
の
鈴
木
大
地
氏
の
擁
立
作
業
を
進
め
て
い
た
が
、
鈴
木
氏
は
後
見
人

の
森
喜
朗
元
首
相
の
強
い
反
対
に
あ
っ
て
、
出
馬
辞
退
に
追
い
込
ま
れ
た
。千
葉
市
長
選
に
は
小
川

智
之
市
議
が
立
候
補
を
表
明
し
て
い
る
ほ
か
、
熊
谷
市
長
が
前
副
市
長
の
神
谷
俊
一
氏
を
事
実
上

の
後
継
指
名
し
て
、
物
議
を
か
も
し
て
い
る
。
　

【
文
・
武
田
弥
太
郎
】

　
旧
民
主
党
出
身
の
熊
谷
氏

は
知
事
選
に
お
い
て
も
立
憲

民
主
党
や
連
合
千
葉
の
推
薦

や
支
援
を
受
け
る
も
の
と
見

込
ま
れ
、
選
挙
の
実
働
部
隊

は
、
こ
れ
ま
で
の
熊
谷
氏
の
選

挙
を
支
え
て
き
た
連
合
千
葉

が
担
う
公
算
が
高
い
。
と
こ
ろ

が
熊
谷
氏
は
自
民
党
参
議
院

議
員
の
石
井
準
一
氏
を
頼

り
、
自
民
党
が
熊
谷
氏
を
擁
立

す
る
よ
う
動
い
て
き
た
も
の

の
、
自
民
党
内
に
は
こ
れ
ま
で

の
森
田
知
事
に
対
す
る
熊
谷

氏
の
言
動
を
こ
こ
ろ
よ
く
思

わ
な
い
勢
力
が
多
い
ほ
か
、
熊

谷
氏
が
旧
民
主
党
出
身
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
熊
谷
知
事
の
誕

生
は
国
政
で
自
民
党
と
対
峙

す
る
立
憲
民
主
党
を
利
す
る

だ
け
だ
と
の
意
見
が
根
強

く
、
自
民
党
が
熊
谷
氏
を
擁
立

す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
い
う

の
が
大
方
の
見
方
だ
。
公
明
党

は
熊
谷
氏
支
持
の
方
向
性
を

示
し
た
も
の
の
、
自
民
党
が
候

補
者
を
擁
立
す
れ
ば
歩
調
を

合
わ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と

み
ら
れ
て
い
る
。
自
民
党
が
独

自
候
補
を
擁
立
す
る
方
針
に

変
わ
り
は
な
く
、
鈴
木
氏
の
出

馬
辞
退
を
受
け
て
候
補
者
擁

立
作
業
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め

て
い
る
。
候
補
者
が
決
ま
れ

ば
、
熊
谷
氏
支
持
を
表
明
し
た

石
井
氏
も
自
民
党
参
議
院
議

員
と
し
て
行
動
を
共
に
す
る

意
向
だ
。
熊
谷
氏
は
地
元
千
葉

市
や
都
市
部
で
は
優
位
に
立

つ
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
保
守

地
盤
の
強
い
地
区
で
ど
れ
だ

け
支
持
を
伸
ば
せ
る
か
が
カ

ギ
に
な
る
は
ず
だ
。

　
小
川
対
神
谷
の
市
長
選

　
こ
れ
ま
で
も
市
長
選
に
意

欲
を
見
せ
た
こ
と
が
あ
る
小

川
智
之
氏
だ
が
、
熊
谷
氏
の
知

事
選
転
出
を
機
に
い
よ
い
よ

立
ち
上
が
る
決
心
を
固
め

た
。
小
川
氏
は
若
葉
区
出
身
で

バ
リ
バ
リ
の
千
葉
っ
子
だ
。
自

民
党
代
議
士
の
秘
書
を
経
て

市
議
に
当
選
し
、
若
く
し
て
議

長
も
務
め
た
た
た
き
上
げ
の

実
力
派
で
あ
る
。
政
令
指
定
都

市
だ
け
に
限
ら
ず
、
「
市
長
も

30代
、
議
長
も

30代
」
は
千
葉

市
だ
け
と
話
題
を
集
め
た
こ

と
は
記
憶
に
新
し
い
。

　
小
川
氏
は
熊
谷
市
政
に
一

定
の
評
価
を
し
て
は
い
る
も

の
の
、
国
政
と
の
パ
イ
プ
の
細

さ
を
指
摘
し
た
。
こ
の
点
、
小

川
氏
は
自
身
の
強
み
を
穏
や

か
に
示
し
て
い
る
。

　
神
谷
氏
は
中
央
官
庁
か
ら

千
葉
市
の
副
市
長
に
出
向

し
、現
在
は
総
務
省
に
戻
っ
て

い
る
が
、
熊
谷
市
長
を
よ
く
支

え
、
市
政
に
尽
く
し
た
こ
と
か

ら
熊
谷
氏
が
神
谷
氏
を
認

め
、
後
継
指
名
す
る
に
至
っ
て

い
る
。千
葉
市
の
保
守
勢
力
の

中
に
は
神
谷
氏
を
推
す
意
見

も
あ
る
。
戦
後
、
鶴
岡
啓
一
前

市
長
ま
で
の
歴
代
市
長
は
全

員
が
中
央
官
庁
か
ら
千
葉
市

の
助
役
・
副
市
長
に
な
り
、そ

の
ま
ま
市
長
に
な
る
経
過
を

た
ど
っ
て
お
り
、
保
守
勢
力
の

一
部
に
は
そ
の
名
残
が
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

　
熊
谷
氏
の
真
意
は
ど
こ
に

　
熊
谷
氏
は
平
成

19年
の
統

一
地
方
選
挙
で
当
時
の
民
主

党
公
認
で
市
議
に
初
当
選

し
、一
期
目
の
任
期
中
に
起
き

た
鶴
岡
前
市
長
の
汚
職
事
件

で
の
逮
捕
・
辞
職
に
よ
る
市
長

選
に
立
候
補
し
、
副
市
長
だ
っ

た
林
孝
二
郎
氏
を
破
り
市
長

に
初
当
選
し
た
。
そ
の
時
は
民

主
党
が
政
権
を
取
る
前
の
勢

い
の
あ
る
時
期
で
、
当
時
の
鳩

山
由
紀
夫
民
主
党
代
表
を
は

じ
め
、
多
く
の
民
主
党
首
脳
が

熊
谷
氏
の
応
援
に
入
っ
て
い

る
。
熊
谷
氏
が

31歳
で
政
令
市

長
に
当
選
し
た
こ
と
は
、
民
主

党
に
勢
い
を
与
え
、
の
ち
の
民

主
党
政
権
誕
生
に
少
な
か
ら

ず
寄
与
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
昨
年
秋
の
台
風
被
害
へ
の

対
応
の
ひ
ど
さ
が
全
国
的
に

報
じ
ら
れ
て
自
滅
し
た
現
職

の
森
田
知
事
の
目
が
な
く
な

っ
て
立
候
補
を
決
意
し
た
構

図
は
、
市
長
選
初
挑
戦
の
と
き

と
、
よ
く
似
て
い
る
。
運
が
強

い
と
も
機
を
見
る
に
敏
と
も

い
え
る
と
こ
ろ
は
、
熊
谷
氏
の

特
徴
だ
と
も
い
え
よ
う
。
た

だ
、
神
谷
氏
を
後
継
指
名
し
た

こ
と
を
い
ぶ
か
る
有
権
者
は

多
い
。
市
長
選
に
初
挑
戦
し
た

平
成

21年
、
「
千
葉
市
だ
け
が

中
央
官
庁
の
天
下
り
副
市
長

が
市
長
に
な
り
続
け
て
い

る
。
こ
れ
を
打
破
し
、
市
民
派

の
市
長
を
誕
生
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
、
選
挙
戦
で

声
高
に
主
張
し
て
い
た
か
ら

だ
。
そ
れ
に
矛
盾
す
る
後
継
指

名
を
し
た
こ
と
に
疑
問
を
持

つ
有
権
者
が
で
て
き
て
い
る

の
だ
。
類
ま
れ
な
政
治
家
で
あ

る
熊
谷
氏
の
判
断
だ
か
ら
神

谷
氏
が
市
長
に
ふ
さ
わ
し
い

人
材
な
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
自
身
の
最
初
の
主
張
と
相

反
す
る
判
断
を
し
た
こ
と
を

ど
う
説
明
す
る
の
か
し
な
い

の
か
注
目
し
た
い
と
思
う
。

　
知
事
選
で
は
今
の
と
こ
ろ

元
船
橋
市
議
の
門
田
正
則
氏

が
立
候
補
を
表
明
し
て
い
る

が
、
千
葉
市
長
選
を
含
め
、
現

時
点
で
は
ほ
か
に
立
候
補
を

模
索
す
る
動
き
は
な
い
。
そ
れ

以
外
の
候
補
者
が
現
れ
る

か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

　千葉市花見川区

に所在する千葉朝

鮮初中級学校は、千

葉県内で唯一の朝

鮮学校だ。生徒数は

小学１年生から中

学３年生までで５

１人という小所帯

だが、県内の在日韓

国・朝鮮人にとって

は、自身のルーツとなる言葉や文

化を学べる貴重な場所だ。

　千葉朝鮮初中級学校と１０年

以上も交流を続けてきた日本人

がいる。「千葉朝鮮初中級学校を

支える県民ネットワーク（通称、

千葉ハッキョ[学校]の会）」の事

務局長を務める榮永正之さんだ。

　榮永さんは福島県会津地方の

出身で、大学卒業後、地元の学校

で非常勤講師を１年間務めた

後、千葉県の公立学校教員採用試

験に合格し、以来４０年以上、千

葉県内各地の公立高校で国語教

師として勤務した。

　榮永さんが千葉朝鮮初中級学

校と交流を持つようになったき

っかけは、１０年以上前、同校教

員の呼び掛けに応じ、同校で詩や

短歌に関する授業を行ったこと

による。

　その後、「高校無償化」の適用

除外や地方自治体による補助金

打ち切りなど、朝鮮学校に対する

差別的な対応が相次いだのを受

け、千葉朝鮮初中級学校への関心

を深めていった。

　そうした中、２０１４

年夏、千葉朝鮮初中級学

校に対する全県民的な

支援運動を目指す「千葉

ハッキョの会」が設立さ

れた。榮永さんは同会メ

ンバーからの誘いを受

け、現在、事務局長とし

て会の運営を主導して

いる。

　「千葉ハッキョの会」は、約２

００人の日本人会員で構成さ

れ、月１回の運営委員会で活動方

針を協議の上、▽地方自治体に対

する補助金の再支給に向けた要

請活動、▽「高校無償化」や「幼

保無償化」の適用に向けた街宣活

動、▽学校へのカンパ活動などを

行っている。

　榮永さんは、「在日韓国・朝鮮

人の方たちは、我々と同じ日本社

会で生活し、日本の中で死んでい

く。なぜ、そのような在日韓国・

朝鮮人の子供たちが、日本の子供

たちと同じように支援され、教育

を受けることができないのか。私

が朝鮮学校の支援活動を行う根

本的な理由は、そうした疑問にあ

る。自分たちのルーツである言葉

や文化を学びたいという欲求は

誰もが有するもので、当然の権利

だ。在日韓国・朝鮮人にとっては、

そうした権利を保障してくれる

場所が朝鮮学校だ。朝鮮学校に対

する不当な差別がなくなるま

で、支援活動を続けていきたい」

と熱く語った。【取材・工藤正】

朝鮮学校に対する不当な差別がなくなるまで支援を続ける

出雲大社

千葉総国講社
若葉区東寺山町５６０番地

（東寺山町交差点入る)
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ワ
ク
チ
ン
不
足
無
視
の
助
成
発
表
で

接
種
希
望
殺
到
で
ク
リ
ニ
ッ
ク
悲
鳴
！

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

が
十
分
に
確
保
で
き
な
い
の

に
市
が
助
成
対
象
を
６
か
月
の

乳
児
以
上
の
ほ
ぼ
全
市
民
に

拡
大
し
た
こ
と
で
、
市
内
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
衝
撃
が
走
っ
て
い

る
。
先
月
号
で
は
、
市
医
師
会

の
幹
部
に
も
周
知
さ
れ
な
い
ま

ま
市
が
助
成
を
決
め
て
発
表
し

た
と
報
じ
た
が
、
そ
の
後
、
市

内
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
接
種
希

望
者
の
来
院
や
問
い
合
わ
せ
が

殺
到
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
か
か
り

つ
け
の
患
者
さ
ん
の
分
を
確
保

す
る
た
め
、
新
規
来
院
者
に
は

接
種
を
断
る
と
こ
ろ
が
出
始

め
、
す
で
に
全
量
を
接
種
に
使

っ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ

て
、
一
部
で
は
パ
ニ
ッ
ク
化
し

て
い
る
も
よ
う
だ
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
を
封
じ

込
め
ら
れ
て
い
な
い
中
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
世
間
の

関
心
は
高
い
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
と
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
を
同
視
す
る
向
き
も
あ

り
、
い
ま
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

て
お
け
ば
新
型
コ
ロ
ナ
に
か
か

ら
な
い
と
の
誤
解
が
接
種
希
望

者
の
増
加
を
招
い
て
い
る
。

　
そ
こ
に
本
市
の
助
成
拡
大

で
接
種
希
望
者
の
殺
到
を
呼
び

起
こ
し
た
。
通
常
の
接
種
開
始

時
期
よ
り
も
一
か
月
も
早
く
接

種
を
始
め
ざ
る
を
得
な
く
な

り
、
接
種
の
効
果
の
持
続
に
疑

問
が
呈
さ
れ
始
め
る
始
末
だ
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
流
行
の
ピ
ー

ク
に
向
け
て
、
真
に
ワ
ク
チ
ン

が
必
要
な
人
に
接
種
が
で
き

な
く
な
り
は
し
ま
い
か
と
関
係

者
は
気
を
も
ん
で
い
る
。

　
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
わ
が

子
の
た
め
に
、
接
種
可
能
な
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
探
し
て
も
見
つ
か

ら
な
い
母
親
の
思
い
は
深
刻

で
あ
る
。

　
あ
る
母
親
は
、
市
外
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
接
種
を
受
け
て
も
助

成
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
聞
い

て
隣
接
市
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
接

種
を
受
け
た
と
い
う
。

　
全
市
民
が
接
種
を
希
望
す
る

わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
こ

れ
か
ら
本
格
的
接
種
時
期
に
な

る
の
に
、「
も
う
ワ
ク
チ
ン
が
あ

り
ま
せ
ん
」で
は
、一
気
に
不
安

が
広
が
り
か
ね
な
い
恐
れ
が
あ

る
。
見
切
り
発
車
で
ワ
ク
チ
ン

助
成
を
発
表
し
て
し
ま
っ
た
以

上
、
で
き
う
る
限
り
の
追

加
の
ワ
ク
チ
ン
確
保
策
を

講
じ
る
の
は
市
の
使
命

で
あ
り
、
責
任
で
あ
る
こ

と
に
間
違
い
は
な
い
。

　
全
力
で
の
努
力
を
期

待
す
る
し
か
な
い
。

熊谷俊人氏神谷俊一氏 小川智之氏


